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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
落
と
さ

れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も

な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

口
座
振
替
の
種
類

①
２
年
前
納　
２
年
分
の
保
険

料
を
４
月
末
日
に
一
括
引
落
。

（
毎
月
現
金
で
納
め
る
場
合
よ

り
約
１
５
，０
０
０
円
の
割
引
）

②
１
年
前
納　
１
年
分
の
保
険

料
を
４
月
末
日
に
一
括
引
落
。

（
毎
月
現
金
で
納
め
る
場
合
よ

り
約
４
，
０
０
０
円
の
割
引
）

③
６
カ
月
前
納　
６
カ
月
分
の

保
険
料
を
４
月
末
日
と
10
月
末

日
に
一
括
引
落
。（
毎
月
現
金

で
納
め
る
場
合
よ
り
１
年
間
で

約
２
，
０
０
０
円
割
引
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
）　

毎

月
末
日
に
当
月
分
の
保
険
料
を

引
落
。（
月
々
約
50
円
割
引
）

⑤
翌
月
末
振
替　
毎
月
末
日
に

前
月
分
の
保
険
料
を
引
落
。（
割

引
は
あ
り
ま
せ
ん
）

口
座
振
替
の
申
込
み

納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
お
持
ち
の

う
え
、
口
座
振
替
納
付
申
出
書

を
年
金
事
務
所
又
は
口
座
振
替

を
行
う
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
出

書
は
、
年
金
事
務
所
、
金
融
機

関
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

①
２
年
前
納
・
②
１
年
前
納
・

③
６
カ
月
前
納
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
申
込
み
は
年
金
事
務
所

に
２
月
末
必
着
で
す
の
で
、
お

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
度
の
割
引
額
は
未

定
で
す
。

問 

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
（22）
４
１
３
１

保
険
医
療
課　
☎
（21）
２
１
３
４

被
災
さ
れ
た
方
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
申
請
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
に
つ
い
て
、
台
風
19

号
で
被
災
さ
れ
、
納
付
が
困
難

な
方
は
、
申
請
に
よ
り
納
付
が

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
で
き
る
方　
住
宅
、
家
財

そ
の
他
の
財
産
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害

を
受
け
た
方

対
象
と
な
る
保
険
料　
令
和
元

年
９
月
分
か
ら
令
和
３
年
６
月

分
ま
で

※
現
時
点
で
は
、
令
和
元
年
９

月
分
か
ら
令
和
２
年
６
月
分
ま

で
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
令
和

２
年
７
月
分
か
ら
令
和
３
年
６

月
分
ま
で
の
期
間
は
、
令
和
２

年
７
月
以
降
に
改
め
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
り
災
証
明
書
等
の
写
し

・
被
災
状
況
届
（
所
定
様
式
。

財
産
等
の
概
要
・
金
額
及
び
損

害
額
等
を
記
入
い
た
だ
き
ま

す
。）

・
保
険
金
や
損
害
賠
償
金
等
の

支
給
金
額
等
を
確
認
で
き
る
証

明
書
の
写
し
（
保
険
金
な
ど
が

支
給
さ
れ
る
場
合
。）

・申
請
さ
れ
る
方
の
年
金
手
帳
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

・
印
鑑

・
窓
口
に
来
る
方
の
ご
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
）

・
委
任
状
（
代
理
人
が
手
続
き

す
る
場
合
。
様
式
は
問
い
ま
せ

ん
。）

場
所　

栃
木
年
金
事
務
所
、
保

険
医
療
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
）、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問 

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
（21）
４
１
３
１

保
険
医
療
課　
☎
（21）
２
１
３
４

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

の
正
し
い
計
算
の
た
め
に
は
、

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す

　
保
険
税
（
料
）
は
、
前
年
中

の
課
税
所
得
に
基
づ
い
て
計
算

し
ま
す
。
遺
族
年
金
や
障
害
年

金
な
ど
、
非
課
税
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
、
傷
病
な
ど
に

よ
り
仕
事
が
で
き
な
く
て
収
入

が
無
か
っ
た
方
な
ど
、
所
得
税

の
確
定
申
告
が
不
要
で
も
、
保

険
税
（
料
）
を
納
め
て
い
る
方

は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
及
び
家
族
の
方
の
所
得

状
況
が
不
明
な
ま
ま
で
は
、
低

所
得
者
の
軽
減
措
置
な
ど
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
期
限
内
の
申
告
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
（
満
75
歳
以
上
の
方
）・

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
満
65
歳
以
上
の
方
）
お
よ
び

そ
の
家
族

期
間　
２
月
17
日
（
月
）
～
３

月
13
日
（
金
）　
土
日
は
除
く

場
所　
市
民
税
申
告
会
場

注
意　
申
告
期
間
中
は
、
申
告

会
場
の
み
受
付
い
た
し
ま
す
。

本
庁
舎
２
階
市
民
税
課
、
各
総

合
支
所
の
窓
口
で
は
、
申
告
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

問 
市
民
税
課　
☎

（21）
２
２
６
３

建
築
確
認
申
請
等
手
数
料
の

免
除

　
令
和
元
年
10
月
12
日
の
台
風

19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
が

建
築
物
を
建
築
す
る
と
き
に
必

要
な
建
築
確
認
申
請
等
手
数
料

を
免
除
し
ま
す
。

対
象　
台
風
19
号
に
よ
り
自
己

所
有
の
建
築
物
等
が
滅
失
又
は

破
損
し
た
た
め
、
工
事
に
着
手

す
る
建
築
物

免
除
と
な
る
手
数
料　
確
認
申

請
、
完
了
検
査
等
の
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
申
請
手
数
料

期
間　
災
害
発
生
日
（
令
和
元

年
10
月
12
日
）
よ
り
２
年

必
要
書
類　
「
り
災
証
明
書
」

の
写
し

問 

建
築
課　
☎

（21）
２
４
４
１

令
和
元
年
度
及
び
令
和
２
年
度 

学
童
保
育 

春
休
み
利
用
申
込 

受
付

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

家
庭
で
の
保
護
指
導
を
受
け
ら

れ
な
い
児
童
を
対
象
に
、
春
休

み
の
期
間
中
の
み
の
学
童
保
育

利
用
申
し
込
み
の
受
付
を
し
ま

す
。
現
在
学
童
保
育
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
申
し
込
み
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
次
の
各
小
学
校
の
通
学

区
域
内
の
学
童
保
育
。
栃
中
央

小
、
栃
三
小
、
栃
四
小
、
栃
五

小
、
南
小
、
大
宮
北
小
、
吹
上

小
、
皆
川
城
東
小
、
千
塚
小
、

国
府
北
小
、
国
府
南
小
、
大
宮

南
小
並
び
に
大
平
、
藤
岡
、
都

賀
、
岩
舟
地
域
内
各
小
学
校

申
込　
２
月
４
日
（
火
）
～
14

日
（
金
）
に
申
込
用
紙
（
問
合

先
、
各
総
合
支
所
お
よ
び
各
学

童
保
育
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

設
置
）
を
問
合
先
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
提
出

※
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
申
込
み
い
た
だ
い
て

も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問 

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
２
３

※
国
府
北
小
、
国
府
南
小
、

大
宮
南
小
に
つ
き
ま
し
て
は

ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
（
檜
山

／
☎
０
９
０-

２
３
２
２-

０
５
７
７
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
集
落

座
談
会

　

座
談
会
の
結
果
を
農
地
利
用

の
設
計
図
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

継
続
的
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

経
営
拡
張
を
お
考
え
の
方
、
離

農
等
に
よ
り
農
地
の
貸
付
等
を

お
考
え
の
方
、
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

【
栃
木
地
域
】

・
皆
川
地
区

　
２
月
６
日
（
木
） 

18
時
～

　
皆
川
公
民
館　
大
研
修
室

・
吹
上
地
区
、
寺
尾
地
区

　
２
月
25
日
（
火
）
18
時
～

　
吹
上
公
民
館 

中
会
議
室

・
大
宮
地
区
、
国
府
地
区

　
２
月
26
日
（
水
） 

18
時
～

　
国
府
公
民
館　
大
交
流
室

【
大
平
地
域
】

　
１
月
31
日
（
金
） 

18
時
～

　
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ 

大
会
議
室

【
藤
岡
地
域
】

・
部
屋
地
区

　
２
月
14
日
（
金
） 

18
時
30
分
～

　
部
屋
地
区
公
民
館

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

・
三
鴨
地
区

　
２
月
17
日
（
月
） 

18
時
30
分
～

　
三
鴨
地
区
公
民
館　
講
座
室

・
赤
麻
地
区
、
藤
岡
地
区

　
２
月
18
日
（
火
）
18
時
30
分
～

　
藤
岡
公
民
館

　
　
　
　
　
３
階 

大
会
議
室

【
都
賀
地
域
】

　
２
月
７
日
（
金
） 

18
時
30
分
～

　
都
賀
公
民
館
２
階 

研
修
室

【
西
方
地
域
】

　
２
月
13
日
（
木
） 

18
時
30
分
～

　
西
方
総
合
文
化
体
育
館

　
　
　
　
　
　
２
階 

研
修
室

【
岩
舟
地
域
】

・
岩
舟
地
区
、
静
和
地
区

　
２
月
10
日
（
月
） 

18
時
～

　
岩
舟
公
民
館
２
階 

講
義
室

対
象　
各
地
区
で
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
、
農
地
を
所
有
し

て
い
る
方

問 

農
業
振
興
課
☎

（21）
２
３
７
９

令
和
２
年
度
地
域
文
化
活
動

（
民
俗
芸
能
）
助
成

　
（
一
財
）
冲
永
文
化
振
興
財

団
で
は
、
地
域
文
化
活
動
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
を
希
望
す
る
団
体
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

対
象　
伝
統
民
俗
芸
能
の
保
存

伝
習
事
業
（
県
か
ら
１
団
体
）。

た
だ
し
保
存
会
等
の
規
約
が
あ

り
、
事
業
収
支
計
画
等
作
成
し

て
い
る
こ
と
。

申
込　
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
問
合
先
へ

問 

文
化
課　
☎

（21）
２
４
９
７

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

「
ひ
と
つ
ず
つ 

　
　

い
い
ね
！
で
確
認 

　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
」

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
で
す
。
高
齢
者

が
火
災
に
巻
き
込
ま
れ
、
死
亡

す
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
火
の
後
始
末
に
は
十
分
気

を
付
け
、
火
災
予
防
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
３
月
１
日
（
日
）
～
７

日
（
土
）

問 

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
０
０
７
２

子
ど
も
未
来
基
金
へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
栃
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
様
よ
り
、
20
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
や
子
育
て
環
境
の

充
実
の
た
め
の
事
業
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
８
８

支払った医療費（一部負担金）の還付申請のご案内
（国民健康保険・後期高齢者医療に加入している方）
　台風19号により被災された方で、本市の国民健康保険及び栃木県後期
高齢者医療に加入している下記の①～⑤のいずれかに該当する方が、医療
機関等の窓口において一部負担金を支払った場合、市の窓口に申請を行う
ことで、支払った額の還付を受けることができます。
対象者
①住家の全半壊、全半焼、床上浸水又はこれに準ずる被災をされた方
②主たる生計維持者が死亡し又は重篤な傷病を負われた方
③主たる生計維持者の行方が不明である方
④主たる生計維持者が業務を廃止、又は休止された方
⑤主たる生計維持者が失職し、現在収入がない方

申請に必要なもの
り災証明書（コピーでも可）・領収書・印鑑（朱肉を使用するもの）・
被保険者証
国民健康保険の方　　:世帯主名義の口座番号がわかるもの（通帳等）
後期高齢者医療の方　:被保険者本人名義の口座番号がわかるもの（通帳等）
※対象者②～⑤に該当する方は、他に必要なものがありますのでお問い合わせ 
　ください
※市の国民健康保険・後期高齢者医療以外の健康保険に加入されている方は、
　ご自身が加入している保険にお問い合わせください

対象とならないもの
入院時の食事代、接骨院・整骨院での施術、あん摩マッサージ、
はりきゅうの施術

対象期間
令和元年10月 12日～令和２年１月31日の診療分

申請期限
診療を受けた日の翌日から２年を経過すると時効により申請ができません。

申請先
本庁保険医療課　または　各総合支所市民生活課
　　　　　　　　問  保険医療課　国民健康保険　　☎（２１）２１３１
　　　　	  　　　　　　　　後期高齢者医療   ☎（２１）２１３７


